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公益財団法人日本交通公社とは

 1912年ジャパンツーリストビューローとして誕生
 1963年に営業部門（現・株式会社ジェイティービー）を分離し、公益法人
として調査・研究などの活動を通じ、旅行・観光の文化的かつ持続的な発
展を目指している。

受託事業：観光計画策定、観光客実態調査、観光人材育成、等
自主事業：観光地経営講座、自然公園研究会、持続可能性指標、

温泉まちづくり研究会、観光資源研究、等
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山梨県 リバース富士講プロジェクトについて

受託事業（例）

■富士山＝世界文化遺産ではあるが、文化的な側面
に対する理解が不足

■2015年度～学芸員と観光担当セクションが
協働でプロジェクトを推進
【これまでの取組】
●モデルコースの設定（内八海めぐり、富士山道、鎌倉街道・道者道）
●案内ガイドの育成（座学と実地によるガイド研修会）
●周遊ツールの作成
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モニターツアー①
●富士講の修行の一つ、「内八海めぐり」をモチーフにしたツアーを実施
●参加者は行衣（巡礼用の白装束）を着用
●ガイドは地元学芸員

本栖湖



モニターツアー②
●富士山の巡礼路、麓から五合目を歩く
●対象：旅行会社や出版社、日本在住の外国人の方々
●ガイドは地元学芸員
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周遊ツール 「富士参詣の道を往く」
●表面は各スポットの解説、裏面は赤色立体地図がベースとなったMAP
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ご清聴ありがとうございました
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